




































もやのかかるときである。 （中略）断橋から蘇堤に至るまでのあいだ、付近一帯すべて、緑のもや、紅の霧が、一面にみなぎり渡ること二十里 まり。歌の声、楽の音は、風のごとくたゆたい 脂粉の香りただよう人いきれは、雨のごとく煙る。きらびや なる人盛りは、堤のほとりの草よりも多い。 ことにあでやかなかぎ である。しかしながら、杭州の人々が湖で楽しむのは、午、未、申の三つの時刻に限られて 。本当は、湖面が山 翠に染ま えも言えぬすばらしさ、山の気のさまざまに見せる色とりどり 妙は すべて朝日の上 き 、夕日の沈むとき、はじめてその濃厚ななまめかしさ 頂点に達す であ 。　
月下の景色は、とても言いあらわせない。花のたたずまい 柳の風情 山の姿、水の具合、また別個にひとつ 味わ






め、普段城内の住民は夜間城外に行き来できなかった。そのため刻々と景観の変わる早朝や夕暮れあるいは月夜と西湖の組み合わせを見ることができないと言うのである。 お、同様に月の美しい夜に城門が閉じられることを気にして、早々に城内に帰ってしまい本当 西湖の楽しみをしらない人々に対する優位を誇る作品として張岱「西湖の七月十五夜」 （ 『陶庵夢憶』巻七）が挙げられ 。袁宏道 この小品文（短い散文作品）の主旨は西湖の特に美しいある一瞬を切り取ることにあり、ここではそれ以外の要素は省略されている。当然そ ことがこの作品 文学性を高めている。
しかしながら常に城外の寺で生活している僧達はともかくとして、外地から杭州の街を訪れた旅行者であれば日が暮れれ
ば結局は城内に帰って宿を取らねばならないのではないだろうか。それとも或る特別 日は城外で一夜を過ごし普段は城内の旅館に宿泊したのだろうか。或いは杭州を訪 たといっても常に城壁の外に滞在し続ける だろうか。非日常の旅 様子を記した紀行文のなか あ も移動や食事、宿泊といったものは日々繰り返される日常に属し、どちら と言えば省略される傾向にある。細か 旅 手順といったもの 後世に残され 詩文の主題にはあまりならなかったし、従来それ程注目されてこなかった。今述べた宿泊地点につ て 疑問など 明らかにするに 、紀行文や日記 どで旅の様相を比較的詳細に記載し い 作品を検討していく とが有効であると考える。
そこで本論では時代の遊記や日記などから実際 杭州を訪れた人々の行動を通して、旅の諸相の一つのとして、宿泊の問


















都市の様子を探る上で欠くことが きない。また、丁丙は杭州に関する資料をまとめた叢書『武林掌故叢編』も編纂していて、宋代か 清代に けて 地方志、寺観志や詩集、遊記などが収集されて る。丁丙は銭塘（杭州） 人で蔵書家として知られており、出版事情にとどまらず清末杭州の復興と発展に寄与した。太平天国の乱によって杭州にあった文瀾閣の四庫全書が散佚した際には兄の丁申 とも 再収集して復原した。
本論では明代に杭州を訪れたり、暮らした人々が書き残した紀行文（以下「遊記」と称する）や日記を中心に、当時の杭































（蘇州）の男子や女子で、春に霊隠寺や天竺寺に参詣するものは、ここに停泊する。 （一作棕木場、凡呉郡士女、春時進詣霊竺、 泊船于此） 」 （巻四北山路「松木場」 ）とある。明代には「進香
（６
（」と呼ばれる巡礼の旅が庶民の間にまで広く流行しており、




































越志』の杭州関連部分のみを節略したもの。 『客越志』は嘉靖四十五年（一五六六）五月十二日から六月十五日までの記録。そのうち杭州滞在は五月十七日から五月二十四日、および六月十一日、十二日と記述の中心を占め 。杭州を主な目的地とする明代の遊記 中で 早期の作品となる。
作者は王穉登（一五三五〜一六一二） 、字は伯穀、玉遮山人などと号した。長洲（今の江蘇省蘇州）の人。無官ながら詩
文をよくした山人として当時非常に有名だった。


















書画にすぐれていた。 『雲山日記』の中 ら清の厲鶚がおおよそ二ヶ月間にわ る杭州への旅と杭州滞在中の箇所を抄録し、『客杭日記』として編纂した。

































ら七月十四日までの記録。故郷を出発し都の北京までの旅が記されており、杭州滞在は五月二日から七日まで。作者は厳嵩、字は惟中、江西省分宜県の人 弘治十八年（一五〇五）の進士。累進し 内閣大学士となり、嘉靖帝の寵をたのんで専権を極めたが、晩年には弾劾されて失脚し、家財を没収された。 『明史』巻三百八に列伝がある。
（五月）初二日。銭塘江を渡り浙江駅で休息した。舟には家財を積んだまま水関を通過した。私は陸行して鳳山門から入城し、城中の市民金廷秀の家に滞在した。 （中略）杭守の梁君材、運使の呉君大有らが皆来訪した。始めて黄魚を食べた。（五月）初二日。渡銭塘江息浙江駅。舟載家具入水関、予陸行入鳳山門、至城中館于市民金廷秀家。 （中略）杭守梁君材、運使呉君大有皆来訪 始食黄魚。
厳嵩は銭塘江を上流方面から下って杭州城の南に上陸し、南にある城門、鳳山門から入城した。官設の宿場で銭塘江沿い





























（八月）十一日、杭州に到着した。食事が終わると雨を冒して昭慶寺まで向かって行った。恵谷と号する僧に出会った。私の故郷の人物で、大変に聡明であった。 （中略）日が暮れようとした頃、雨がやや止んだので、すぐに履き物を履いて西湖に出かけ、ゆっくりと蘇堤を歩いた。（十六日）朝、この日もまた雨。私は「何日も（杭州の）旅を続けることはできないと思うが、呉山の景勝はどのようなものだろうか」と言った。皆で雨の中出かけて杭州城内に入ったところ、雨は意外にもだんだん で晴れてきた。（中略）呉山を訪れた 中略 清波門を出て万松嶺に着いた。 （中略）昭慶寺に着くと大雨があとからや て来た。
明代杭州における旅の諸相
三八






















































たのである。馮夢禎の西湖への思いは一時の遊客とな だけでは飽き足らず「西湖 景色や蘇堤六橋まで望むこ ができるかも知れない。 （或可望湖色及長堤六橋矣） 」 （巻七
　
万暦二十三年七月二十九日）ことを期待して邸宅内に三階建ての楼閣































てくるし、嘉興や湖州から天竺に進香する者が毎日やってくる。くれば西湖の人々とともに市を立てる。それで「香市」というのである。 （中略）どこにもここにも市を立てな ところはないが、特に昭慶寺 集中し い 。昭慶寺の二つの廊下には、だから一日として市の立たぬ日はなく、 （中略）何百何千何万の男も女も、老いも若きも 毎日寺の前後左右に押すな押すなで詰めかけること、およそ四ヶ月、それでやっ 終わるのである。おそらく長江以東には絶対こんな処はあるまい。
明代杭州における旅の諸相
四二
















































の寺を旅の拠点としていたと考えられる。また、 『西湖月観紀』という題名の通り、西湖の月を見ることに強い思いがあったようで、遊覧は深夜に至るこ が多かった そのような際には舟の上で眠ることもできた。
（十九日）夜に（湖中の）小蓬莱島をおとずれ、お酒をたくさん飲んで楽しくなる。舟に横たわり簾を押し開けて断橋に浮かぶ残月を拾う。 （十九月紀）夜訪小蓬莱飲極酣、臥舫推簾拾断橋残月。













（九月）十七日。西湖に至る。湖は城外にある。いわゆる明聖湖である。また金牛ともいう。むかし金の牛が湖の中から湧き出でたためである。片石居に宿を借りる。外出して散歩し断橋まで来た。石の欄干に座って四方を見渡し、いくらか西湖と山々の本来の姿を識ることができたので、もうすでに楽 くてたまらない。しかたなく宿泊先に帰ると、寓所の軒（部屋）には「一碧萬頃」の文字が架けてあった 軒の外には池があり、池の外は西湖である。欄干に寄りかかって遠望すると、前方に横 わっているのは雷峰 ある。湖中に孤立しているのは湖心亭である。屹然として向かい合っているのは南高峰と北高峰である。楼閣が入り組み錦の屏風のようなのは呉山で る。 （城壁の女
墙
が）歯のように




































































ちろん寺院が宿泊場所を提供することは明代や杭州に限ったことではく、巡礼する旅人のために飲食や薬のほか休憩や宿泊の場所を提供することは古くから行われていた。円仁の『入唐求法巡礼行記』でも各地の寺院や関連する施設に宿泊して巡礼の旅を続ける様子 記されている。ほかにもたとえば元 戯曲『西廂記』でも主人公の張君瑞が またま訪れた普救寺という寺でそこに逗留していたヒロイン崔鴬鴬に一目惚れしたため、その寺の「西の廂
ひさし
」に泊まり込むことで物語が始まる。
これまでに挙げた遊紀においても杭州以外の場所では旅館 宿泊す 記述も少な ない。元高官として杭州で快適な生活


















破壊されたがその度に再建された。万暦十七年（一五八九）には宦官の孫隆によって再建され、境内に骨董品や土産物を売る屋台が建ち並ぶなど、隆盛を極め 現在は少 宮という少年少女たち ための文化施設となっている。
昭慶寺は杭州城の西北近く西湖の北岸に位置し、北からの運河の終着点からも近 、更には全国各地から多くの参拝者を















我が武林（杭州）の五山ではいずれも住持を置いている。なかでも昭慶寺の場所は城と湖の交差する繁華な要衝にあるので、住持は年ごとに代わりかつ二人が並んで担当する。練達で世故に長け、才行いずれも優れた者でなければ、その職を全うすることはできない。今年辛卯、楚林と葦舟の二士は、昭慶寺の住持に任じられることとなった。 （馮夢禎「昭慶寺楚林、葦舟二上人の住持たりて入院するに送るの序（送昭慶寺楚林葦舟二上人住持入院序） 」 ）武林五山俱設住持 而昭慶処城湖之交最繁最衝、以故住持歲易且竝用二人 非練達世故才行俱優者、不能挙其職。今年辛卯、楚林葦舟二士、實任之将入院。
杭州に数多くある寺廟のなかでも杭州城の西北、西湖の北側に位置し運河にも近い昭慶寺は多くの人々の集まる場所とな



































は、旅行者の具体的な行動や、その その時に感じ 事柄について知ることができる。具体的な行動の一つとして、従来あまり解明されてこなかった旅人 地点について検討した。
杭州城内の旅館に宿泊した例として王穉登（ 『客越志略』 ）が挙げられる 旅館の環境はそれほど良いものでは ったよ
うだ。また厳嵩（ 『北上志』 ）のように城内にある知人の家に滞在する場合も考えられる。ただ、城内への宿泊は公務、商売、科挙試験への参加など杭州城内に用事 ある場合が主であるようだ。

























































































































西南遊記篇（其一）︱「浙遊日記」 （前半） 」 （ 『埼玉大学紀要
　
教育学部』二〇一二、六十一（二） ）があり、適宜参照した。
（
26） 『武林掌故叢編』第二集（国風出版社本
　
第一冊所収）
（
27） 『武林掌故叢編』第四集（国風出版社本
　
第二冊所収）
（
28）底本は荑秋散人編次『玉嬌梨』 人民文学出版社、一九八三
　
中国小説資料叢書）を用いた。
（
29）底本は呉敬梓著・李漢秋輯校『儒林外史』 （上海古籍出版社、一九九九）を用いた

